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「チーム学校」の例 

１ チームによる支援 

不登校対応に求められる組織体制

と毛一家ウ 

Ⅱ 

必要に応じて連携・協働 

 

✓学校全体でチームとして、児童生徒一人一人への最適な指導・援助を行いましょう。 

✓大切なことは、学級担任だけではなく、他の教職員や多職種の専門家、関係機関が

チームを組み、アセスメントに基づいて役割分担をすることにより、指導・援助の幅

や可能性を広げることです。 

学級担任だけでは、十分な支援を行うことが

できません。どうしたらよいのですか？ 

 

教育相談 
コーディネーター 

情報共有 

学年主任 
特別支援教育 
コーディネーター 

養護教諭 
関係教職員 

管理職 

学校医 

その他、関係機関等 

教育支援センター 

市町村福祉担当課 民生委員 

児童相談所 

学校 

学校外 

・心理の専門家（公認心理士等） 
・児童生徒のカウンセリングや対応につい
て、教職員や保護者へ専門的な助言や援助 
⇒児童生徒自身をケア 

スクールカウンセラー（SC） 
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２ 組織的な取組の充実 

✓目標を共有し、アセスメントに基づいた支援の内容や役割分担等について記載し

たチーム支援計画や取組プランを作成しましょう。 

✓大切なことは、教職員間での情報共有が可能になるように、アセスメントシートな

どを活用して情報や対応方針の「可視化（見える化）」を図ることです。 

チーム支援のプロセス（困難課題対応生徒指導及び課題早期発見対応の場合） 

チーム支援の判断とアセスメントの実施 
✓「発達特性、病気等」、「感情、ストレス等」、「家庭環境や人間関係等」から実態把握 

✓児童生徒のよさや可能性、課題解決に役立つ人や機関等の資源を探る 

課題の明確化と目標の共有 
✓課題を明確化し、具体的な目標を共有した上で、専門性等を生かした役割分担 

✓最終的なゴール（長期目標）とそれを目指すスモールステップ（短期目標）の設定 

チーム支援計画の作成 
✓アセスメントに基づき、「何を目標に、誰が、どこで、どのような支援を、いつまで行うか」

を記載したチーム支援計画を作成 

チーム支援の実践 
✓チーム支援計画に基づいて、チームによる指導・援助を組織的に実施 

✓定期的にケース会議を開き、目標達成の進捗状況や支援の効果を把握 

点検・評価に基づくチーム支援の終結・継続 
✓チーム支援の達成状況を評価 

✓継続して支援が必要な場合は、アセスメントを行い、チーム支援計画を見直して支援 

✓発達支持的生徒指導及び課題未然防止教育におけるチーム支援についても、アセス

メントの実施、目標の共有、取組プランの作成、実践、評価、改善の PDCA サイクル

により、取組の効果を高めましょう。 

組織的な支援を充実させるためには、 

どうしたらよいでしょうか？ 

 


